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ペ
ン
画

「さ
か
な
ぷ
っ
く
ら
飛
行
船
」
の

前
に
立
つ
関
根
悠
二
郎
君
＝
甲
府
市
上
町

府の関根君1県立美術館で

協
歳
・６
回
目
の
個
展

天
才
画
家
サ
ル
バ
ド
ー
ル

・
ダ

リ
の
よ
う
に
独
創
的
で
、
浮
世
絵

師

一
葛
飾
北
斎
を
思
わ
せ
る
繊
細

な
絵
を
描
く

「
１３
歳
の
画
家
｝
が

い
る
一
．甲
府
市
立
城
南
中
２
年
の

関
根
悠
二
郎
君
だ
一
６
回
目
と
な

る
個
展
が
、
９
日
か
ら
県
立
美
術

館

（甲
府
市
貢
川
１
丁
目
）
で
始

ま
る
。
ユ
ニ
ー
ク
な
作
風
が
注
目

さ
れ
そ
う
だ
。
一　

．　

　

・　
．

赤
ち
や
ん
の
こ
ろ
か
ら
絵
本
を

眺
め
て
い
た
関
根
君
。
１
歳
半
の

こ
ろ
、
父
の
仕
事
で
甲
府
市
か
ら

埼
玉
県
川
越
市
に
引
つ
越
し
い
簡
一　
一閣
ト

の
と
き
に
は
、
家
族
の
誕
生
日
に

似
顔
絵
を
プ

レ
ゼ

ン
ト
し
た
ほ

ど
「
３
歳
で
の
作
品

「
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
」
は
ず
飛
ん
で
い
る
瞬
間
の

羽
根
を
き
め
細
か
く
描
写
し
て
一、

埼
玉
県
内
の
幼
児
絵
画
展
で
奨
励

賞
に
選
ば
れ
た
っ
小
一学
校
時
代

も
、
児
童
生
徒
美
術
展
で
特
選
や

入
選
を
重
ね
た
「

一甲
府
市
立
山
城
小
に
移

っ
た
５

年
の
と
き
、
初
め
て
の
個
展
が
埼

玉
県
越
谷
市
の
ア
ー
ト
ス
ペ
ト
ス

で
開
か
れ
た
一
６
年
で
２
一
３
回

目
の
個
展
を
甲
府
市
の
画
廊
で
催

す
と
、

「絵
か
ら
パ
ヮ
■
や
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
」
と
好
秤
に
。

中
学
に
入
る
と
、
東
京
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
で
も
個
展
が
企
画
さ
れ
た
「
・

絵
は
独
学
。
ダ
リ
、
北
斎
、
ル

ネ

・
マ
グ
リ
ッ
ト
な
ど
、
発
想
が

面
白
く

て
不
思
議
な
画
家
が
好

き
。

マ
ン
ガ

「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太

郎
」
の
水
木

し
げ
る
、

「
火

の

鳥
」
の
手
塚
治
虫
の
影
響
も
受
け

て
い
る
。
　

●
　

　

．　

　

一

一
代
表
作
に
な
り
そ
う
な
ペ
ン
画

「
さ
か
な
ぶ

つ
く
ら
飛
行
船
」

は
、
大
き
く
な

っ
て
空
を
飛
ぶ
魚

を
描
い
て
い
る
。
体
内
に
住
宅
街

や
工
場
が
で
き
て
成
長
す
る
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
す
る
う
ち
に

小
さ
く
な
り
、
元
の
大
き
さ
の
あ

ば
ら
骨
が
飛
び
出
し

て
い
る

―

■
ヽ
と
い
う
作
品
。
未
完
成
な
が

ら
ヽ
命
の
つ
な
が
り
や
世
の
無
常

が
伝
わ

っ
て
く

‐る
力
作
だ
ザ

一９
日
か
ら
の
個
展

「
１３
歳
の
ア

■
テ
イ
ス
ト
　
関
根
悠

一
郎
展
」

は
、
士ム
術
イ
ベ
ン
ト
「
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
タ
貢
川
』一で
の
企
画
ｏ
鬼
の
行
列

を
色
彩
豊
か
に
描
い
た

「
百
鬼
夜

行
の
夜
ヽ
た
く
さ
ん
の
草
花
が
集

ま

つ
て
月
に
な

つ
た
「紅
桜
赤
月
」

な
ど
約
１
５
０
点
を
展
示
す
る
ｆ

「広
い
会
場
で
ヽ
パ
ン
フ
レ

‐ツ

ト
も
一良
く

て
い
恥
ず
か
し
い
け

ど
、
う
れ
し
い
」
と
話
す
関
根

君
。・

「見
る
人
が

『何
だ
ろ
う
な

？
』

つ
て

一ヽ
気
に
留
め
て
も
ら
え

た
ら
い
い
な
」
　

一　
　
　
　
一

・４
目
ま
で
ｏ
午
前
９
時
～
午
後

５
時

（９
日
は
午
後
■
時
か
ら
。
．

・４
日
は
午
後
〓
時
半
ま
で
Ｘ
．一・無

料
“
問
い
合
わ
せ
先
は
ア
■
ト
フ

エ
ス
タ
貢
川
事
務
局

（
伊
５
５
一

２
２
６
一
〇
５
５
６
×

（渡
部
耕
平
）

単
な
絵
を
描
き
始
．め
た
。
２
歳
半

作品「 B‖ l」 ‐


